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　平成 23 年度環境省環境研究総合推進費による研究課題【RFb-11T1】として（公社）日本水環境学会が受託し、

ノンポイント汚染研究委員会が実施した研究成果の発表会を開催いたします。

　家庭や工場等の特定汚染源からの発生負荷量は削減されているものの、湖沼や内湾などの閉鎖性水域における

栄養塩濃度は依然として低下していません。この原因としては、非特定汚染源からの流出負荷の比率が高く、実

際の流入負荷が削減されていないことが指摘されています。現在、総量規制等で採用されている非特定汚染源の

原単位は、1980 年の規制開始当時からほとんど変更されておらず、その後の研究成果である流出負荷の変化や

降雨時の流出特性等が反映されていません。

　そこで、各非特定汚染源からの有機汚濁物質や富栄養化要因物質である窒素・リン等の流出に関する文献や観

測データを収集し、非特定汚染源を市街地、農地、森林に分けて流域情報と負荷量に関するデータベースを作成

するとともに、原単位に関する考え方について整理しました。この成果、およびそれらの成果を基礎にノンポイ

ント汚染研究委員会にてさらに精査した結果を報告します。
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